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薄
診
ず
、
…

極
煙
、
請
啄
：

病堕
Ｉ

:､象‘ 紅

蕊
;錦

織’
蟻’
鱗；
鞘雌．

１１癖
瞬､和

寒蔑
祷':篭

談

ふ
い
？
匂
〃
ん
評
、

１
．
Ｗ
ソ
へ
泳
誘
“
嵐
（

ふ
ん
ぎ
い

、
で
緯
爾
‐
‐
‐
．

同七丁聖・八丁表

２
～
則
知
織
の
鋭
く
１
り
流
、
嘆
く
ｆ
、
３
１
辿
ｆ
零
添
為
！
、
ト
ー
。
》
蕊

惣
襟
斜
坊
イ
ー
７
７
＃
４
４
剛
糠
、
哩
彪
帳
と
ｈ
～
て
苑
Ｉ
蕊
Ｉ
一

瞬
蝋
霊
Ｉ
、
騎
龍
１
無
職
曇
ｌ
鼠
で
職
１
通
１
１
癖
も
識グ

灘
翌
淑

同五卜四丁裏蔵書印Ｉｒｉｌ－.ｒ表蔵.普印 同見返し非入

○
ヤ
小
ど
こ
う

け
ノ
復
ダ
小
凱
舞
↓
恩
難
癖
雷
り
う
６
噸
嘩
蕊
１
鋤
尊
リ
ー
ｌ
ろ
く
、
患
奉

恥
静
て
、
漢
ャ
、
一
談
諏
唾
Ⅲ
《
？
‐
夢
ｔ
尭
必
側
良
侭
、
認
識
患

黒
２
１
／
蛎
街
雷
’
４
ｊ
Ｉ
撫
謬
難
の
が
減
‐
を
泌
癖
歩
Ｉ
げ
ふ
郁
菖

癒
灘
翻
灘
則
騨
隅
賊
鞠

鏑
ゲ
蓋
苧
６
も
認
へ
蛭
て
摩
す
：
１
畳
鎌
：
亭
麗
蕊
１
参

う
う
、
紳
銅
γ
す
鍾
恋
す
て
γ
伶
舞
識
議
で
淡
も
ｉ
ノ
率
ｉ
鎚
溌
息

乱
ク
諺
Ｉ
稔
翻
ｉ
ｆ
、
瞬
率
瀞
の
識
瞥
…
」
７
く
愈
鍔
い
も
諺
す

霞
一
鰯
蒋
蝋
仰
娘
欝
縫
柵
緯
蕊

Ｕ
槻
刷
捌
引
刷
四
ふ
耐
う
ｊ
渉
謎
ふ
ぅ
ノ
ゼ
大
寺
１
ぐ
雪
ｄ
こ
〃
八
、
薄
舗
で

、
蝋
猟
ぞ
、
も
、
君
γ
～
少
鈍
ｒ
縄
沙
！
’
滅
び
つ
く
子
達
諦
夢
郷
ぞ
と
Ｋ
、

？
些
閥
ぞ
？
峻
渉
獅
聯
７
１
秘
迩
Ｊ
ノ
ｐ
べ
Ｉ
も
舞
夢
猟
‐
、
，
て
輔
・

一
戚
、
勺
粋
の
藤
ｒ
蛎
舞
渉
霧
ふ
椀
い
識
１
旋
肥
ず
、
鵜
堺
贈
逮

い
ゲ
か
潔
ツ
ぶ
、
タ
リ
毎
く
Ｉ
く
迩
胎
ｆ
雪
ぽ
む
手
癖
２
〈
Ｔ
１
．
９
．
挫
恐

一
驚
鋪
戚
澱
砿
綱
胸
洲
側
繊
川
雛
蝿

一
鯉
罪
で
ひ
’
す
§
だ
、
誇
皐
噌
偲
費
、
謡
寡
読
豊
４
４
ふ
を
．
｜

両
粋
》
密
一
娼
鞭
認
》
榊
沖
弛
岬
怜
弛
降
鵬
臆
鋤
部
誰
蝋
牢
恥
鐸
耶
准
一



立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書

お
よ
び
美
妙
書
入
本
『
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て

立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
『
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て

で
き
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
作
家
の
旧
蔵
書
お
よ
び
そ
こ
に
見
ら

れ
る
書
入
が
、
極
め
て
高
い
資
料
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
美
妙
旧
蔵
書
の
現
状
は
決
し
て
看

過
し
得
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
前
述
の
立
命
館
明
治
文
学
研
究
会

で
は
、
美
妙
旧
蔵
書
の
全
体
像
把
握
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
調
査

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
も
い
く
ら
か

あ
る
こ
と
故
、
こ
こ
に
そ
の
途
中
経
過
を
報
告
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

立
命
館
大
学
人
文
系
文
献
資
料
室
内
の
準
貴
重
書
庫
に
は
一
明
治
・
大
正

本
」
と
総
称
さ
れ
る
近
代
文
学
関
係
の
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
め
ら
れ

て
お
り
、
山
田
美
妙
関
係
資
料
の
う
ち
書
簡
・
草
稿
類
は
、
そ
の
一
部
と
し

て
整
理
・
配
架
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
明
治
・
大
正
本
」
の
中
に

は
、
美
妙
著
作
や
美
妙
書
入
本
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
命
館
大
学

が
所
蔵
し
て
い
る
美
妙
旧
蔵
書
の
か
な
り
の
部
分
が
、
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い

福
井
辰
彦

立
命
館
大
学
人
文
系
文
献
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
田
美
妙
関
係
資

料
は
、
書
簡
・
草
稿
類
と
旧
蔵
書
か
ら
成
る
。

そ
の
う
ち
美
妙
宛
て
書
簡
と
草
稿
類
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
六
年
に
発
足

し
た
白
楊
荘
文
庫
研
究
会
が
調
査
・
研
究
を
開
始
し
、
現
在
は
同
会
を
引
き

継
い
だ
立
命
館
明
治
文
学
研
究
会
が
書
簡
集
の
公
刊
を
目
指
し
て
翻
刻
作
業

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
一
端
は
、
青
木
稔
弥

「
「
山
田
美
妙
関
係
手
稿
」
の
こ
と
な
ど
」
二
日
本
近
代
文
学
』
七
八
、
二
○

○
八
・
五
）
、
中
川
成
美
「
立
命
館
大
学
所
蔵
山
田
美
妙
関
係
資
料
に
つ
い

て
」
（
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
『
資
料
探
索
一
四
、
二
○
○
八
・
九
）
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
旧
蔵
書
は
、
他
の
資
料
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
入
、
配
架
さ

れ
て
い
る
う
え
、
当
初
の
受
入
台
帳
や
図
書
カ
ー
ド
と
い
っ
た
記
録
も
所
在

不
明
で
あ
る
た
め
、
ど
の
本
が
美
妙
旧
蔵
書
な
の
か
、
そ
の
点
数
す
ら
確
定



る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
二
○
○
三
年
、
大
西
仁
氏
を
中
心
と
す
る
当

時
の
立
命
館
大
学
Ⅱ
本
文
学
専
攻
大
学
院
生
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
明

治
・
大
正
本
」
の
目
録
を
確
認
し
て
み
る
と
、
美
妙
の
書
簡
・
草
稿
類
や
美

－
１
｝

妙
著
作
に
は
、
七
一
｛
ハ
○
○
番
台
の
資
料
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
「
明
治
・
大
正
本
」
の
中
で
も
、
資
料
番
号
七
一
六
○
○
番
台
の
沓

料
に
美
妙
旧
蔵
書
が
含
ま
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
と
村
田
裕
和
の
両
名
で
こ
れ
ら
の
資
料
を
調
査
し
た
。

そ
の
概
要
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
蔵
書
印
や
書
入
に
よ
り
、

美
妙
旧
蔵
書
と
確
定
で
き
た
も
の
に
は
網
か
け
を
施
し
た
。

７
１
６
３
１

平
清
艦

山
田

妙

明
蝿
・
廻

千
代
川
書
房
・
杉
本
梁
江
堂

７
１
６
３
０

史
外
史
伝
／
平
並
術

印

|｣.１
m

妙

明
娼
・
６
．
喝

画
堂
撫
店

７
１
６
２
９

金
忠
輔

印

少

山
田
美
妙

明
訂
・
２
・
焔

青
木
撚
山
堂

７
１
６
２
７
１
．
８

九
三
シ
引
新
太
平
記
上
・
下

日
付
な
し

山
田
美
妙

奥
付
ナ
シ

７
１
６
２
６

再
考
三
日
月

印

「
発
行
所
寄
贈
」

村
上
浪
六

明
塑
・
７
．
７

春

陽
堂

７
１
｛
６
２
－
ｂ

此
ぬ
し
（
新
作
十
二
番
）

印

多

「
著
者
寄
購
」

尾
崎

葉

明
濁
・
９
．
１

春
陽
堂

美
妙
染

山
田

天
妙

明
姐
・
廻
・
肥

券
陽
堂

７
１
６
２
１

金
港
堂
豪
傑
噺
／
小
供
の
清
正

印

日
付
な
し

森
桂
圃

明
記
・
１
．
５

金
港
堂
瞥
轄

７
１
６
２
０

お
伽
噺
／
ば
ら
だ
ち
机

旭
彦
印

仰
天
子

明
弱
．
６
．
６

金
港
堂

腕
だ
め
し
（
袖
珍
小
説
第
十
一
縞
）

山
爪
美
妙

明
釦

仰
文
館

７
１
６
１
８

頓
知
滑
稽
／
お
笑
草

印

晩
笑
子
編
山
田
美
妙
補

明
記
・
１
．
１

青
木
満
山
堂

家
庭
教
育
〆
圃
の
当
蕊

山
田
美
妙

明
塑
・
廻
・
２

青
木
嵩
山
堂

滑
稽
／
妙
な
水

川
田
美
妙

明
娼
・
２
．
５

大
学
館

７
１
《
ｂ
１
二
○

小
説
／
血
の
涙

印

リ
サ
ァ
ル
箸
山
田
美
妙
訳

明
記
．
ｎ
．
３

内
外
出
版
協
会

７
１
６
１
４

ぬ
れ
ご
ろ
も
初
流

印

山
田
美
妙

明
迦
・
胆
・
鳩

金
港
堂

滑
将
／
妙
な
術

山
田
美
妙

明
狸
・
皿
・
５

大
学
館

蝿
賊
秘
耶

川
旧
美
妙

明
塑
・
廻
・
４

〃
木
糊
山
堂

７
１
６
１
１

紅
鹿
子

印

「
著
者
寄
贈
」

尾
崎
紅
紫

明
2３

１０

１３

群
腸
蛍

７
１
６
１
０

や
た
ら
じ
ま
（
緊
芳
十
種
第
三
巻
）

印

山
田
塞
琴
妙

明
型
・
３
．
妬

券
腸
堂

７
１
６
０
９

妙
な
夫
婦

山
肥
美
妙

明
娼
・
９
．
２

千
代
田
書
房
・
杉
本
梁
江
堂

７
１
６
０
８

大
通
世
界
二
号

印

線
引

幸
堂
得
知
標
注

明
型
・
７
．
甑

春
陽
堂

７
１
６
０
７

風
刺
文
学
／
妙
な
依
頼

山
田
美
妙

明
娼
．
ｎ
．
５

朋
野
評
店

７
．
今
６
０
６

急
人
比
丘
尼
／
色
繊
悔
（
新
著
百
位
鋪
一
号
、
再
版
）

尾
崎
紅
莱

明
塑
・
６
．
ｍ

吉
岡
瞥
輔
店

資
料
薪
号

普
名

蔵
瞥
印

瞥
入

側
考

著
者

刊
年

発
行
元



立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
一
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て

三

日
本
大
辞
瞥
第
八
巻

山
田
美
妙

明
記

日
本
大
辞
書
発
行
所

７
１
６
６
３

仏
教
格
言
集

山
田
美
妙

明
調
．
３
．
Ⅳ

済
美
館

７
１
戸
Ｏ
ハ
ロ
ワ
】

美
人
詞
林
／
衣
香
扇
影

山
田
美
妙

明
記
・
８
．
釦

青
木
嵩
山
堂

日
本
室
内
粧
飾
法
〈
女
学
全
書
第
五
編
）

山
旧
美
妙

明
妬
・
６
．
虹

博
文
館

７
１
６
６
０

美
文
詳
解

北
川
博
愛

明
虹
・
辿
・
３

文
錦
堂
書
店

７
雪
舎
６
５
９

言
文
一
致
女
子
普
遅
文

山
川
臥
龍
・
伊
藤
稲
畔

既
誕
、
９
・
釦

言
文
一
致
会

一
ｆ
ｌ
《
ｂ
５
８

新
体
詩
歌
作
法

幽
田
美
妙

耽
弱
・
岨

背
木
嵩
山
堂

７
１
６
５
７

言
文
一
致
最
新
用
文

大
野
悠
哉

明
弘
・
９
．
略

此
村
欽
英
堂

７
１
６
５
６

美
文
活
法

山

田

妙

明
犯
・
７
．
肥

背
水
嵩
山
堂

日
用
蒋
翰
文
紀
事
詮
説
文
／
言
文
一
致
作
例

山
田

妙

明
弱
・
５
・
喝

青
木
勝
山
堂

評
注
近
松
著
作
雄
（
日
本
浄
珊
璃
推
帯
巻
之
三
、
八
版
）

近
松
門
左
衛
門
作
山
田
美
妙
薪

明
釣
，
６
・
”

岡
崎
屋
番
店

７
１
６
５
３

吉
野
都
女
補

印

線
引

近
松
門
左
術
門

明
魂
・
８
．
鯛

武
蔵
屋
叢
播
棚

７
１
民
。
５
働
一

閥
八

州

鴬
再
版

線
引

近
松
門
左
術
門

明
別
，
１
．
２

武
蔵
屋
叢
替
悶

７
１
６
５
１

鎗
権
三
垂
雄
子
山
埼
与
次
兵
術
寿
の
門
松

綜
引

近
松
門
左
衛
門

明
製
・
叩
・
型

丸
善
書
店
・
武
蔵
屋
叢
番
朋

７
１
民
ｂ
５
〔
Ｕ

評
釈
／
博
多
小
女
郎
浪
枕

日
付
な
し

近
松
門
左
衛
門
著
山
田
美
妙
評
釈

明
3５

１１

２１

青
木
嵩
山
堂

７
１
６
４
９

新
体
詞
選
（
再
飯
）

印

山
田
美
妙

明
加
・
２

香
雲
書
屋

征
露
戟
歌
／
民
の
声

ｌｕ

ＨＩ

美
妙

明
評
・
２
．
詔

斯
文
堂

７
１
（
ｂ
４
二
７

国
定
教
材
／
日
本
地
理
唱
歌
〈
修
正
三
版
〉

『
見
本
」
印

巌
谷
小
波
作
歌
田
村
虎
蔵
作
曲

明
姐
・
幻
・
釦

賎
部
屋
書
店

開
国
五
十
年
唱
歌
（
訂
正
版
）

旭
彦
蔵
か

山
田
美
妙
作
歌
納
所
排
次
郎
作
曲

明
岨
・
６
．
弱

文
錦
堂
・
葛
巻
堂

７
１
６
４
５

新
体
詞
華
／
少
年
姿

校
正

「
再
板
校
正
用
」

山
田
美
妙

明
1９

１０

香
蕊
書
屋

７
１
６
４
４

新
調
韻
文
青
年
唱
歌
集
第
一
編

印

山
田
美
妙

明
型
．
８
．
画

博
文
館

新
測
釧
文
青
年
唱
歌
嬢
第
一
編

山
田
美
妙

明
塑
・
８
．
脚

博
文
館

７
１
６
４
２

短
柵
小
説
／
明
治
文
叩
第
五
編

印

少

’

山
田
蕊
妙

明
記
・
胆
・
焔

博
文
館

７
１
６
４
１

断
腸
録

刈
田
美
妙

明
3３

１

１

青
木
樹
山
堂

７
１
６
４
０

小

／
武
者
魂

山
田
美
妙

明
2９

１１

１

背
水
嵩
山
堂

７
１
６
３
９

小
説
／
女
装
探
偵
後
頴

山
田
美
妙

明
弱
・
５
・
詔

背
水
嵩
山
堂

夕
す
ず
み
〈
春
夏
秋
冬
第
二
）

山
田
美
妙
他

明
飾
・
５
．
釣

博
文
館

漁
隊
の
遠
征

川
田
美

砂

明
記

背
木

山
堂

７
１
６
３
６

小
説
／
人
鬼

ＬｌＩ

ＩＨ
等

諺

明
弱
・
皿
・
１

背
木
嵩

山
堂

小
説
／
侠
男
児

川
田
等

秒

明
釦
・
３
．
釦

青
木
嵩
山
堂

７
１
６
３
４

い
ち
ご
姫

印

聯
印

山
田
美
妙

明
2５

２
４

２７

金
港
堂

７
１
６
３
２

嫁
入
り
支
度
に
／
教
師
三
味
（
新
作
十
二
番
）

印

山
田
美
妙

明
2３

１０

１５

春
陽
堂



こ
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
以
下
の
よ
う
な
点
で
あ
る
瞳

四 三二

以
下
自
誠
資
料
等

以
下
二
点
不
明

が
あ
る
こ
と
。

五
美
妙
の
他
、
田
沢
稲
舟
の
蔵
書
印
、
山
田
旭
彦
の
印
・
書
入
が
見

ら
れ
る
こ
と
。

六
七
一
六
○
○
番
台
以
外
の
資
料
に
も
、
美
妙
の
蔵
書
印
・
書
入
は

見
ら
れ
る
こ
と
。

な
お
、
七
一
六
○
○
番
台
の
資
料
に
は
欠
番
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す

る
資
料
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
る
こ
と

七
一
六
○
○
番
台
の
盗
料
に
記
入
さ
れ
て
い
る
受
入
日
付
は
、
い

ず
れ
も
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
月
二
十
五
日
で
あ
る
こ

と
。
（
た
だ
し
日
付
を
欠
く
も
の
も
数
点
あ
る
。
）

同
番
台
の
多
く
の
本
に
美
妙
蔵
書
印
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

同
番
台
の
一
部
に
書
入
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

蔵
書
印
の
有
無
と
書
入
の
有
無
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ

と
。
す
な
わ
ち
蔵
書
印
を
欠
く
も
の
も
、
旧
蔵
書
で
あ
る
可
能
性

胆

７
１
６
７
４

わ
が
妻
子
（
切
抜
帖
）

印

山
田
美
妙

明
剖
・
３

判
餓
不
能

伽
羅
文
雌
（
節
雫
年
第
一
号
）

明
塑
．
ｎ
．
１

中
央
文
堀
社

７
１
６
６
６

日
本
大
辞
瞥
付
録

印

山
田
美
妙

明
2６

Ｏ

１２
Ｃ

１９

日
本
大
辞
響
発
行
所

山
田
美
妙
の
手
紙
（
二
通
〉

７
１
６
８
８

山
懸
悌
寛
郎
よ
り
山
田
美
妙
母
宛
手
紙

石
橋
、

案
よ
り
山
田
旭
彦
宛
手
紙

山
田
羊
〈
妙
宛
譜
簡
（
減
三
通
）

弓
Ｊ
１
Ｌ
〈
○
か
○
一
つ

山
田
妻
〈
妙
の
筆
蹟
（
五
点
）

山
田
華
〈
妙
写
真
そ
の
他

７
１
６
８
３

山
田
美
〈
妙
宛
は
が
き

画
本

７
１
６
７
６

竪
琴
草
紙

７
１
６
７
５

な
つ
こ
だ
ち

７
１
６
ワ
｝
３

埋
火
之
里

７
１
６
７
３

百
華
（
第
雫
巻
第
望
号
）

我
楽
多
文
脈
（
鋪
十
・
サ
）



○
此
ぬ
し
（
七
一
六
二
五
）

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
九
月
一
日
発
行
。

見
返
し
に
「
著
者
寄
贈
」
と
記
す
。
本
文
中
に
は
朱
の
傍
点
・
傍
線
・
か

ぎ
括
弧
、
欄
外
に
は
朱
で
記
し
た
評
語
が
、
多
数
見
ら
れ
る
。

○
鎗
権
三
重
雌
子
・
関
八
州
繋
馬
・
吉
野
都
女
楠
（
七
一
六
五
一
～
三
）

『
鎗
権
三
重
雌
子
』
は
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
一
日
発
行
、
『
関
八
州
繋

馬
」
は
明
治
二
十
四
年
一
月
二
日
発
行
再
版
本
、
「
吉
野
都
女
楠
』
は
明
治

二
十
三
年
八
〃
二
十
八
日
発
行
。

い
ず
れ
も
全
体
に
亘
り
多
数
の
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部
を
含
む

行
頭
に
は
、
傍
線
を
付
し
た
語
句
の
頭
文
字
を
記
し
て
い
る
。
用
例
採
取
に

用
い
た
も
の
か
。

○
稲
舟
印

『
い
ち
ご
姫
』
（
七
一
六
三
四
、
明
治
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
発
行
）
に

は
「
田
沢
」
印
（
円
形
・
陽
刻
・
措
書
）
、
「
田
沢
錦
蔵
書
印
」
印
（
方
形
・

陰
刻
・
蒙
害
）
が
、
一
短
編
小
説
明
治
文
庫
第
五
編
』
（
七
一
六
四
二
、
明
治

二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
発
行
）
に
は
「
田
沢
錦
蔵
書
印
」
印
が
、
そ
れ
ぞ

れ
見
ら
れ
る
。

○
旭
彦
書
き
入
れ

『
は
ら
だ
ち
机
』
（
七
一
六
二
○
、
明
治
三
十
五
年
六
月
六
日
発
行
）
に
は

が
で
き
る
。

『
開
国
五
十
周
年
唱
歌
』
（
七
一
六
四
六
、
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
五
日

立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
一
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て

訂
正
発
行
）
後
表
紙
に
「
明
治
四
十
年
六
月
淵
日
も
ら
ふ
／
午
後
三
時
ご
ろ

／
曇
ノ
チ
雨
／
ス
や
シ
イ
Ａ
Ｙ
」
と
あ
り
。

○
七
一
六
○
○
番
台
以
外
の
旧
蔵
書

．
『
熟
語
大
辞
林
』
（
二
一
一
一
六
三
二
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
卜
八
日
受
入
）

美
妙
蔵
書
印
あ
り
。
増
補
・
校
正
の
書
き
入
れ
多
数
あ
り
。

．
「
伊
呂
波
節
用
大
全
』
（
二
三
六
三
三
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
受

入
）冒

頭
十
四
頁
、
朱
の
線
・
修
正
あ
り
。
所
々
墨
書
に
よ
る
修
正
あ
り
。
書

き
入
れ
は
端
の
切
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
末
尾
遊
び
紙
に
は
旭
彦
の
落
書

き
が
あ
り
、
「
爵
ョ
目
色
シ
邑
鼻
。
」
と
記
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
未
分
類
の
状
態
で
他
の
本
と
混
在
し

て
い
た
美
妙
旧
蔵
書
の
一
部
を
、
そ
れ
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

ら
の
資
料
番
号
と
受
入
日
が
、
ほ
ぼ
共
通
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
調
査

の
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
尾
崎
紅
葉
寄
贈
本
で
、
し
か
も
美
妙

に
よ
る
多
数
の
害
入
が
見
ら
れ
た
『
此
ぬ
と
や
、
二
点
の
美
妙
著
作
に
押

さ
れ
て
い
た
田
沢
稲
・
舟
の
蔵
書
印
な
ど
、
近
代
文
学
研
究
の
上
で
重
要
な
資

料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
改
め
て
確
認
で
き
た
。
今
後
は
ま
ず
「
明
治
・

大
正
本
」
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
、
さ
ら
に
は
「
明
治
・
大
正
本
」
に
含
ま

れ
て
い
な
い
美
妙
旧
蔵
書
の
探
索
を
進
め
、
立
命
館
大
学
に
存
在
す
る
美
妙

関
係
資
料
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

詩

旭
彦
印
あ
り
向



信
州
の
貧
家
の
生
ま
れ
な
が
ら
、
苦
学
の
末
、
帝
国
大
学
特
待
生
と

な
っ
た
小
野
俊
橘
は
、
粗
末
な
借
家
に
弟
俊
次
と
下
女
の
婆
さ
ん
と
、

三
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
隣
家
は
前
権
大
書
記
官
簿
井
某
の
邸
で
あ

る
。
こ
の
薄
井
の
娘
龍
子
は
俊
橘
に
思
い
を
寄
せ
、
日
々
窓
か
ら
彼
の

姿
を
見
つ
め
て
い
る
が
、
精
神
を
儒
弱
に
し
、
志
あ
る
男
子
を
堕
落
さ

せ
る
も
の
と
し
て
女
を
嫌
い
、
無
妻
主
義
を
標
榛
す
る
俊
桶
は
見
向
き

も
せ
ず
、
か
え
っ
て
不
快
に
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
龍
子
は
、
ま
ず
俊

次
と
親
し
く
な
ろ
う
と
彼
を
家
に
招
き
、
も
て
な
す
が
、
そ
れ
を
知
っ

た
俊
橘
は
激
怒
し
、
薄
井
邸
に
二
度
と
行
く
な
と
俊
次
に
言
い
聞
か
せ

る
。
俊
次
は
仮
病
な
ど
も
使
っ
て
龍
子
の
誘
い
を
断
っ
て
い
た
が
、
あ

美
妙
書
入
本
の
見
返
し
部
分
上
部
に
は
、
美
妙
と
思
わ
れ
る
筆
で
「
著
者

寄
贈
」
と
あ
り
、
ま
た
、
一
丁
表
右
下
と
、
五
十
四
丁
製
本
文
末
尾
に
は

「
美
妙
斎
蔵
」
印
（
長
方
形
・
陽
刻
・
草
書
）
が
あ
る
。
本
文
中
、
多
く
の

個
所
に
朱
の
傍
点
・
傍
線
・
か
ぎ
括
弧
が
見
ら
れ
、
ま
た
柵
外
に
は
や
は
り

朱
で
多
数
の
評
語
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
口
絵
参
照
）
。

以
下
、
書
き
入
れ
ら
れ
た
傍
点
・
傍
線
・
か
ぎ
括
弧
、
評
語
の
す
べ
て

を
、
丁
を
追
っ
て
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。

る
日
薄
井
家
の
飼
い
犬
一
あ
ん
ぢ
う
ゑ
」
に
か
み
つ
か
れ
、
け
が
を
負

う
。
龍
子
は
そ
の
謝
罪
の
た
め
と
、
小
野
家
に
Ⅱ
参
し
、
何
と
か
俊
橘

に
会
っ
て
話
が
し
た
い
と
願
う
が
、
俊
橘
は
頑
な
に
会
わ
な
い
。
す
る

と
龍
子
は
手
紙
を
寄
越
す
よ
う
に
な
り
、
遊
び
に
来
た
俊
次
に
も
手
紙

を
託
す
が
、
こ
の
こ
と
が
一
層
俊
橋
の
怒
り
を
買
い
、
俊
次
は
七
日
の

外
出
禁
止
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
外
で
遊
べ
ぬ
俊
次
は
吹
矢
で
遊
ぼ
う
と

思
い
つ
き
、
隣
家
の
庭
の
鳥
を
射
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
見
て
い
た
俊

橘
は
吹
矢
を
借
り
、
自
分
も
矢
を
射
る
が
、
そ
れ
は
誤
っ
て
龍
子
の
右

目
に
刺
さ
っ
て
し
ま
う
。
龍
子
は
こ
う
な
っ
た
う
え
は
自
分
を
妻
に
し

て
欲
し
い
と
訴
え
、
俊
橘
は
そ
れ
を
承
諾
す
る
。

｛
ハ

今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
美
妙
旧
蔵
書
の
う
ち
、
最
も
資
料
的
価
値
の
高

い
も
の
は
、
尾
崎
紅
葉
寄
贈
・
美
妙
書
入
本
『
此
ぬ
し
』
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
同
書
と
そ
の
書
入
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す

る
。

尾
崎
紅
葉
作
「
此
ぬ
し
』
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
九
月
一

日
、
春
陽
堂
か
ら
「
新
作
十
二
番
」
の
第
二
作
目
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
木

版
刷
和
装
本
で
、
口
絵
に
は
『
文
選
正
文
』
の
書
影
や
芳
年
に
よ
る
錦
絵
風

の
美
人
図
を
配
す
る
な
ど
、
凝
っ
た
造
り
の
本
と
し
て
評
判
と
な
っ
た
。

梗
概
は
以
下
の
通
り
。



句
ゆ
る
‐
Ｉ
～
は
な
は
斧

拙

⑤
行六を
､-／丁開

淵響き

③
六
丁
裏
一
行
（
「
（
二
）
蒔
薬
」
、
一
全
集
』
一
四
四
頁
一
二
行
）

「
出
入
の
度
に
態
と
此
方
よ
り
晩
み
け
る
に
」
の
「
晩
み
」
に
傍
点
。

④
六
丁
裏
一
一
一
～
六
行
（
「
（
二
）
苛
薬
」
、
『
全
集
』
一
四
四
頁
一
三
～
一
五

行
）

「
我
等
に
も
有
事
に
て
、
書
見
に
倦
み
精
神
疲
れ
し
折
か
ら
…
無
心
に
眼

を
開
き
、
荘
然
と
す
る
事
あ
り
。
」
に
か
ぎ
括
弧
。

⑤
六
丁
裏
（
「
（
二
）
背
薬
」
、
「
全
集
」
一
四
四
頁
一
二
行
～
一
四
五
頁
三

抽
華
微
笑
の
外

色
々
側
面

蕊
牝

①
六
丁
表
三
～
四
行
（
「
（
二
）
埼
薬
」
、
（
『
紅
葉
全
集
』
第
二
巻
（
岩

店
、
一
九
九
四
）
一
四
四
頁
七
行
）

「
其
窓
よ
り
肌
ふ
美
し
き
「
化
物
」
あ
り
」
に
傍
点
。

②
六
丁
表
（
「
（
二
）
苛
薬
」
、
一
全
集
」
一
四
四
頁
六
～
一
二
行
）
欄
外

f四，刷
督
く
ち
蚕

立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
『
此
ぬ
し
」
に
つ
い
て

汁

⑥
七
丁
表
二
行
（
「
（
二
）
埼
薬
」
、
『
全
集
』
一
四
五
頁
四
行
）

「
い
や
な
や
つ
」
に
傍
線

万
わ
埼
久
ｙ
、
’
て
と
八

歩

第
二
巻
（
岩
波
書

⑦
七
丁
表
（
「
（
二
）
着
薬
」
、
『
全
集
」
一
四
五
頁
三
～
一
○
行
）
欄
外

③
七
丁
裳
（
「
（
二
）
着
薬
」
、
『
全
集
』
一
四
五
頁
一
○
行
～
一
四
六
頁
・

行
）
欄
外

廃
ぞ
人
勾
角
う
め
ぬ
尻
の
し
ま
ら
ぬ
下
女
の

酪
拷
坤
沌
ハ
唾
畔
”
挙
吻
杢
率
咋
叫
洲
輪
睡
峠
で
妙
宰
》
癖
斗
か

た
か
？

ｊ
う
ゐ
ｎ
Ｉ
Ｉ

⑨
八
丁
表
二
行
（
「
（
二
）
埼
薬
」
、
『
全
集
』
一
四
六
頁
一
～
二
行
）

「
満
腹
々
々
と
箸
を
捨
て
ぬ
」
に
傍
点
。

⑩
八
丁
表
（
「
（
二
）
埼
薬
」
、
『
全
集
一
一
四
六
頁
一
～
七
行
）
欄
外

そ
れ
は
町
夫
と
し
て
こ
塾
は

妙 今
一
息
の
形
容
は
是

非
と
も
ほ
し
い
に

日



此
面
俊
次
を
描

い
た
処
中
々
手
際

⑬
一
三
丁
裏
一
行
（
「
（
三
）
馴
染
」
、
一
全
集
』
一
五
○
頁
六
行
）

「
続
麗
な
女
」
に
傍
点
。

⑭
一
四
丁
表
（
「
（
三
）
馴
染
」
、
『
全
集
』
一
五
○
頁
一
二
行
～
一
五
一
頁
・

行
）
欄
外

⑫
一
一
丁
表
（
「
（
三
）
馴
染
」
、
『
全
集
」
一
四
八
頁
六
～
一
二
行
）
欄
外

篭
⑪
同

⑲
二
四
丁
裏
（
「
（
五
）
風
邪
」
、
「
全
集
一
一
五
八
頁
一
五
行
～
一
五
九
頁
四

行
）
欄
外

⑯
一
八
丁
表
（
三
四
）
意
見
」
、
『
全
集
』
一
五
三
頁
一
五
行
～
一
五
四
頁
狩

行
）
柵
外

‐
評
呼
，
、
吟
吟
“
姥
〃
〃
司
叫
、
，
中
々
上
出
来

⑰
一
八
丁
裏
二
～
一
一
一
行
（
「
（
四
）
意
見
」
、
「
全
集
』
一
五
四
頁
五
～
六
行
）

「
我
も
小
野
俊
橘
の
弟
な
り
。
今
少
し
む
づ
か
し
き
問
題
懸
け
よ
と
」
に

傍
点
。

⑱
一
八
丁
裏
（
「
（
四
）
意
見
」
、
『
全
集
』
一
五
四
頁
五
～
二
行
）
欄
外

画

亨
敏
め
俊
次
の
風
采
中
々
の

手
際

戦

⑮
一
八
丁
表
六
～
一
○
行
（
「
（
四
）
意
見
」
、
一
全
集
』
一
五
四
頁
二
～
剛
行
）

「
さ
ら
ば
俊
次
こ
れ
に
答
て
見
よ
…
俊
橘
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
一
言
も
吐

か
ざ
れ
ば
」
に
傍
点
。

吉
村
な
ぜ
力
を
入
れ

て
俊
次
を
つ
か
む
か

龍
子
の
前
の
言
葉
に

不
相
応

圧
巻

人
か
ら
聞
い
た
位
で
は

ま
だ
急
な
事
龍

子
が
俊
吉
を
知
る

と
は
言
へ
共
そ
れ

で
深
く
恋
ふ
と
は

龍
子
も
口
々
白

痴
の
女

ﾉ診
老

八



⑳
四
四
丁
表
（
「
（
八
）
玉
章
」
、
「
全
集
」
一
七
三
頁
一
一
行
～
一
七
四
頁
｜

行
）
柵
外

⑳
四
○
丁
裏
（
「
（
八
）
玉
章
」
、
『
全
集
』
一
七
○
頁
一
一
一
一
行
～
一
七
一
頁
三

行
）
欄
外

⑳
三
七
丁
裏
（
「
（
七
）
狂
犬
」
、
一
．
全
集
」
一
六
八
頁
一
○
～
一
六
行
）
欄
外

⑳
二
九
丁
裏
七
～
八
行
（
「
（
六
）
縁
日
」
、
『
全
集
」
一
六
二
頁
一
六
行
）

「
仮
初
に
も
此
女
の
面
前
に
は
悪
徳
萌
し
雌
く
」
に
傍
点
。

⑳
三
七
丁
表
（
「
（
七
）
狂
犬
」
、
『
全
集
』
一
六
八
頁
五
～
一
○
行
）
柵
外

⑳
四
三
丁
表
（
「
（
八
）
玉
章
」
、
『
全
集
』
一
七
二
頁
一
三
行
～
一
七
三
頁
四

行
）
棚
外

九

馬
立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
害
入
本
『
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て

い
く
ら
か
相
手
の
心
を

知
る
も
の
を
こ
の
み

じ
ま
ん
は
何
事
か
あ

、
卑
晒
の
婦
人

受
く
べ
き
理
由
は

あ
る
の
に
わ
か
ら
ぬ

男 龍
子
が
好
機
会
を

よ
ろ
こ
ぶ
処
が
欠
け

て
残
念

⑳
五
二
丁
裏
（
「
（
十
）
吹
矢
」
、
『
全
集
』
一
八
一
頁
六
～
十
三
行
）
欄
外

蓬
潔
厚
か
ま
し
い
龍
子

の
前
の
言
葉
も
し
其

川
か
ら
真
実
出
た
も
の

な
ら
ば
俊
橘
は
ま
す

ま
す
嫌
ふ
が
正
当

農

決
し
て
か
う
言
へ

る
訳
は
無
い

●
ふ
角
》
〃
惣
烈

文
の
足
ら
ぬ
た
め
一

寸
見
る
と
心
付
い
て

俊
橘
が
吹
箭
を
吹

い
た
と
見
え
る



御
手
紙
難
有
拝
見
い
た
し
候

此
ぬ
し
は
体
裁
だ
け
見
て
中
は
見
ぬ
が
よ
し

緋
縮
緬
の
袖
口
か
ら
引
張
り
出
し
て
見
た
ら
毛
む
く

ぢ
や
ら
な
手
が
ぬ
っ
と
出
て
興
さ
め
ま
し
よ

卑
怯
な
言
草
ゆ
ゑ
可
成
謹
慎
い
た
し
を
れ
ど

四
日
間
の
健
筆
疾
風
の
砂
を
捲
く
ご
と
く

紅
葉
一
代
つ
ひ
ぞ
な
き
一
気
阿
成
の
文
章

ｕロ

と
述
べ
て
い
る
。
本
間
氏
が
一
‐
山
田
家
に
遣
っ
て
ゐ
る
」
と
言
っ
て
い
ろ

『
此
ぬ
し
』
が
す
な
わ
現
在
立
命
館
大
学
に
あ
る
『
此
ぬ
し
』
な
の
で
あ
る

、
？
。

本
間
氏
は
こ
の
書
簡
を
引
用
し
た
あ
と
、

紅
葉
が
、
春
陽
堂
の
「
新
作
十
二
番
」
の
一
つ
と
し
て
言
此
ぬ
し
』
を

公
け
に
し
た
の
は
二
十
三
年
九
月
で
、
一
部
を
美
妙
に
も
送
っ
た
ｌ

紅
葉
の
送
っ
た
「
此
ぬ
し
』
は
山
田
家
に
遣
っ
て
ゐ
る
’
の
で
、
美

妙
が
、
そ
の
感
想
で
も
書
い
て
紅
葉
に
送
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
「
御

手
紙
難
有
拝
見
」
と
は
そ
れ
を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
手
紙

で
、
美
妙
は
多
分
、
こ
の
作
を
余
り
に
艶
っ
ぽ
い
の
で
「
わ
じ
る
し
」

と
で
も
評
し
た
で
あ
ら
う
。

ど
う
し
て
も
畠
に
な
い
事
は
出
来
ぬ
も
の
な
り

わ
じ
る
し
は
名
評
乃
公
既
に
其
覚
悟
に
て

半
・
身
美
人
・
身
悶
の
状
を
人
も
あ
ら
う
に
芳
年

と
お
い
で
た
ぢ
や

○
○

此
ぬ
し
の
失
作
（
失
策
の
地
口
［
一
一
５
Ｃ
官
一
言

乏
○
色
は
覚
悟
の
前
面
に
向
っ
て
合
掌

し
て
居
れ
ば
天
助
あ
り
て
刃
が
三
段
に

折
る
れ
ば
仕
合
せ
。
末
法
の
世
な
れ
ば
さ
う
も

ゆ
く
ま
い
か
ッ
？

○

前
章
で
は
立
命
館
大
学
蔵
美
妙
書
入
本
一
．
此
ぬ
し
』
に
見
ら
れ
る
書
入
を

紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
い
ま
少
し
、
こ
の
本
と
書
入
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
お
く
。

ま
ず
、
紅
葉
か
ら
美
妙
に
贈
ら
れ
た
「
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て
は
、
明
治
二

十
三
年
（
一
八
九
○
）
九
月
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
紅
葉
の
美
妙
宛
て
書
簡

に
言
及
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
本
間
久
雄
旧
蔵
、
現
在
は
早
稲
田
大
学
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
文
庫
重
ｏ
三
場
）
。
塩
田
良
平
『
山
田
美
妙
研

究
』
（
人
文
書
院
、
一
九
三
八
）
、
本
間
久
雄
「
美
妙
と
紅
葉
」
（
扇
詫
作
家

論
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
五
一
）
所
収
）
の
二
書
に
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
両
者
に
は
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
、
い
ま
早
稲
田
大
学
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
に
拠
り
、
改
め
て
冒
頭
部
分
を
引

用
し
て
お
く
。



立
命
館
大
学
蔵
山
田
美
妙
旧
蔵
書
お
よ
び
美
妙
書
入
本
『
此
ぬ
し
』
に
つ
い
て

文
中
一
俊
吉
」
と
あ
る
の
は
、
内
容
か
ら
見
て
「
俊
次
」
と
あ
る
べ
き
所
で

あ
る
。
俊
次
の
性
格
が
良
く
描
け
て
い
る
点
を
評
価
し
、
龍
子
の
行
動
の
不

自
然
さ
を
批
判
す
る
、
と
い
う
点
が
、
美
妙
の
評
と
一
致
し
て
い
る
。

最
後
に
も
う
一
点
、
美
妙
が
『
此
ぬ
し
』
評
を
公
に
発
表
し
て
い
た
こ
と

然
れ
ど
も
「
此
ぬ
し
」
の
重
な
る
価
値
は
、
其
結
構
に
あ
ら
ず
し
て
、

文
章
を
鍛
煉
し
た
る
に
あ
り
。
文
章
を
鍛
練
し
た
る
に
あ
ら
ず
し
て
、

よ
く
苦
心
し
て
人
情
の
秘
奥
を
穿
た
ん
と
し
た
る
に
あ
り
。
而
し
て
最

↓
、
マ

も
精
細
に
描
き
出
し
最
も
巧
妙
を
極
め
た
る
は
、
俊
圭
ロ
な
り
。
幼
き
罪

な
き
心
胸
よ
り
溢
れ
出
で
た
る
一
語
一
言
平
か
に
し
て
然
も
典
あ
り
、

凡
に
し
て
然
も
情
あ
り
。
一
段
又
一
段
、
龍
子
の
愛
に
馴
れ
て
親
み
来

る
の
様
、
目
に
見
る
が
如
し
、
其
埼
薬
、
馴
染
、
縁
日
の
諸
章
に
於
て

信
に
其
然
る
を
知
る
。

本
編
、
人
物
の
撰
択
及
び
其
性
行
を
描
く
や
難
な
し
。
然
れ
ど
も
龍
子

が
今
の
書
生
の
文
弱
に
流
る
、
を
慨
げ
き
、
濡
落
雄
剛
の
俊
橘
に
一
身

捧
げ
ん
と
す
る
健
気
の
性
質
は
、
著
者
が
苦
心
し
て
写
し
去
り
う
ら
み

な
き
に
も
関
ら
ず
、
著
者
は
何
処
ま
で
も
可
憐
な
る
淑
女
と
し
て
龍
子

を
描
か
ん
と
し
た
る
に
関
ら
ず
、
日
々
窓
よ
り
覗
ひ
、
一
日
俊
橘
学
校

よ
り
帰
宅
の
折
柄
、
は
た
と
顔
見
合
せ
龍
子
は
此
の
機
と
あ
わ
て
、
一

礼
し
、
障
子
ぴ
し
や
り
と
立
て
た
り
と
は
余
り
に
暴
露
に
失
し
て
、
可

憐
の
態
度
を
し
て
堕
落
せ
し
め
、
あ
は
れ
に
も
蓮
葉
娘
、
浮
気
娘
た
ら

し
め
し
は
お
し
む
べ
し
。

（
マ
マ
注
記
は
引
用
者
に
よ
る
。
）

次
に
美
妙
の
書
入
、
特
に
評
語
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
『
此
ぬ

し
』
に
対
す
る
美
妙
の
評
語
は
、

（
二
⑤
⑳
の
よ
う
な
文
章
の
拙
さ
を
指
摘
す
る
も
の

（
二
）
⑦
⑩
⑪
⑭
⑯
塞
哩
④
の
よ
う
な
性
格
や
感
情
の
描
写
に
関
す
る
批
評

（
三
）
③
⑫
⑲
⑳
⑳
⑳
⑳
の
よ
う
な
登
場
人
物
の
不
自
然
な
言
動
に
対
す

る
批
判

と
お
よ
そ
三
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
（
二
）
で

は
、
＠
「
俊
次
の
風
采
中
々
の
手
際
」
、
⑭
「
此
面
俊
次
を
描
い
た
処
中
々

手
際
」
な
ど
と
、
俊
次
の
描
写
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
方
、
（
三
）
で

は
、
⑲
⑳
⑳
⑳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
龍
子
の
言
動
の
不
自
然
さ
が
特
に
批

判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
が
贈
ら
れ
た
時
期
、
紅
葉
を
は
じ
め
と
す
る
硯
友

社
同
人
た
ち
と
美
妙
と
は
次
第
に
疎
遠
に
成
り
つ
つ
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
塩

田
氏
も
本
間
氏
も
、
先
に
引
い
た
紅
葉
書
簡
を
、
そ
う
し
た
両
者
の
微
妙
な

関
係
を
示
す
資
料
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
評
語
は
、
批

判
す
べ
き
点
は
批
判
し
、
評
価
す
べ
き
点
は
き
ち
ん
と
評
価
す
る
、
公
平
か

つ
適
切
な
も
の
と
言
え
る
。
そ
こ
に
は
気
ま
ず
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
紅
葉
と

の
関
係
と
は
別
に
、
彼
の
作
品
を
誠
実
に
味
読
し
よ
う
と
す
る
美
妙
の
姿
勢

が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
此
ぬ
し
』
の
同
時
代
評
の
中
に
は
、
美
妙
と
よ
く
似
た
評
価
を
下
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
明
治
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日
『
日
本
評
論
』
に
掲
載

さ
れ
た
秀
野
生
「
此
ぬ
し
」
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
に
そ
の
一
部
を
引
用
し

て
み
る
。
（
引
用
は
中
島
国
彦
編
『
文
芸
批
評
大
系
明
治
篇
』
第
一
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二
○
○
五
）
に
拠
る
。
）



こ
れ
に
拠
れ
ば
、
明
治
二
十
三
年
十
一
月
頃
、
一
．
改
進
新
聞
』
に
美
妙
の

『
此
ぬ
し
』
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
同
紙
を

所
蔵
す
る
機
関
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
な
お
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
一

第
十
一
巻
（
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
一
九
五
九
）
所
収
の
美
妙
著
作
年
表

に
も
該
当
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
、
立
命
館
大
学
が
所
蔵
す
る
山
田
美
妙
旧
蔵
書
、
特
に
美
妙
書
入
本

『
此
ぬ
し
」
に
つ
い
て
、
現
在
判
明
し
て
い
る
範
囲
で
報
告
を
行
っ
た
。

今
年
、
二
○
一
○
年
は
山
田
美
妙
没
後
百
年
に
当
た
り
、
秋
に
は
日
本
近

代
文
学
館
、
早
稲
田
大
学
、
立
命
館
大
学
の
三
機
関
に
よ
る
山
田
美
妙
展

が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
機
関
に

分
か
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
き
た
美
妙
関
係
資
料
が
、
半
世
紀
以
上
の
時
を
経

て
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
美
妙
全
集
の
企
画

先
般
は
改
進
紙
上
に
て
拙
著
《
此
ぬ
し
》
の
御
批
評
を
か
た
じ
け
な
》
つ

し
、
千
万
御
礼
申
上
候
。
担
此
程
は
御
作
《
教
師
三
味
》
御
寄
贈
に
預

り
、
一
矢
返
せ
と
の
御
言
葉
に
つ
き
、
所
存
を
申
述
く
む
と
は
存
じ
候

わ
た
く
Ｌ
叩
く
つ

め
や
十

へ
ど
も
、
御
承
知
の
通
り
批
評
脳
な
き
詞
弟
大
の
説
理
下
手
に
て
、
標
準

も
定
規
も
な
き
机
前
の
雑
談
同
様
に
御
見
倣
し
被
下
度
候
。

も
進
行
中
で
あ
る
や
に
聞
き
及
ぶ
。
永
ら
く
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
美
妙
研
究

が
大
き
く
進
展
し
そ
う
な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
立
命
館
大
学
に
お
け

る
調
査
・
研
究
も
着
実
に
進
捗
さ
せ
、
貴
重
な
資
料
が
死
蔵
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ふ
く
い
・
た
つ
ひ
こ
本
学
講
師
）

付
記引

用
は
す
べ
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し
、
振
り
仮
名
は
原
則
と
し
て

省
略
し
た
。
ま
た
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

注（
１
）
受
入
時
に
付
さ
れ
た
資
料
番
号
と
思
わ
れ
る
。
現
状
で
は
、
こ

れ
と
は
別
に
、
棚
及
入
力
の
際
に
付
さ
れ
た
新
し
い
資
料
番
号
が
存

在
す
る
が
、
美
妙
旧
蔵
書
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
番
号
の
方
が
有

効
な
の
で
、
本
稿
で
は
専
ら
こ
ち
ら
を
用
い
た
。

ま
た
、
準
貴
重
書
庫
内
の
資
料
の
請
求
記
号
も
、
ラ
ベ
ル
の
剥

落
、
棚
及
入
力
時
の
新
記
号
付
与
な
ど
の
た
め
、
複
雑
な
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
敢
え
て
請
求
記
号
を
示
さ
な
か

つ
・
た
ロ

一
一

も
判
明
し
た
。
明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日
一
読
売
新
聞
』
附
録
に
掲
載

ぴ
ぬ
う
し
け
い
に
上
十

さ
れ
た
紅
葉
の
批
評
「
寄
美
妙
詞
契
」
の
冊
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。




